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アル コ ール 摂 取 は 肥 満 度.に 影 響 を 及 ぼ す か
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〔(社) 日 本家政 学 会

目的： 近年 、 成Am 発 症 の 若年 化 が問 題 と なっ て い る 。 そ の 背 景 に は、 食習 慣 を 含 め た

様 々 な生 活 環 境 が影 響 す る と 考え られ る 。 特 に 大 都 市 にお け る 商 社 員 は 飲 酒の 機 会 が 多く

健 康管 理上 アル コ ール に 関し て 栄乙養指 導 す るこ と が多 い 。 そ こ で 成 人 病 発症 の 指 標 の　１つ

と してmm 度 を 選 び 、 アルコ ール 摂 取 量 と 肥 満(Ob)  ･ 高 血 圧（HT ）・ 糖 尿 病（DM)  ･  高 脂 血 症

（HL) の 有 病率 と の 関 連 に つい て 検討 し た 。

方 法： 都内 某 大 手 商 社 の定 期 健康 診 断 時 に20 ～69 才 の 男 性 社 員1511 名 を 対 象 とし て、 食

生 活 等に 関す る 調 査 を 行い 、 調 査用 紙 は そ の 楊で 回 収 し た 。 健 康 状 態 の 判定 は 。 健 康 診断

時 の 内科 検診 お よ び 各 種 検 査 結果 によ る 医師 の診 断 によっ た 。 アル コ ール 摂 取 量 は、 調査

用 紙 に記 入さ れ た酒 類 の平 均 的な　１回 摂 取 量 と 頻度 よ り 、 平 均　１日 当 たリ アル コ ール 摂取

量 を求 め た。 肥 満 度 はB  M 工 に よ り 算 出し た、 検 査 お よ び 調 査 結 果 の集 計 と 統 計 的 検定 は

FACOM M-35QR を 用 い 統 計 処 理パ ッ ケ ージ　iNALYST に よ り 行 っ た 。

結果： 年 令 を10 才 毎 に 区 分し た年 代 別 の有 病率 は,   HT（264 名 ）では20 代 の3.4 ≪か ら50 代 の

32.72 へ 、DM（117 名 ）では20 代 の0.6$ か ら50 代 め15.  2≪ へ 、 徐 々 に 増 加し た.   HL（lO ｋ名 ）では

20 代 の2.0$ か ら40 代 で10.  3≪　と 年 代 が 上 がる につ れ て 増 加し たも のの,    50代 で は10.  3≪ で

変 わら な かっ た 。Ob（147 名 ）では20 代 で8.0 ≪が30 代 で12.4X と 有 病 率 が高 値 を 示し 。 そ の 後

は30 代 と差 が な かっ た。 い ずれ の 疾 病も 年 令 によ る 肥 満 度 の 差 はな かっ た 。 アル コ ール は

い ずれ の疾 病 に おい ても 、40 ～49 才 が 最も 多 く 摂 取し て い た が,    BMI　と 正 相 関の 強 かっ た

も のは30 代 で あ'J , 負 の 相 関 を 示し だ のはHT の50 代 とOb の20 代 、50 代 で あっ た。

C 24 ア ル コ ール 嗜1S 性 の 異な る マ ウス 系統 間の 肝エ タ ノ-  ル 代 謝に 関与 す る酵 素

の変 動

神戸 学 院大 栄養　　 ○岸 本 律 子、 藤原 幾久 子

目 的　 飲 酒す る時 刻に よっ て 酔い やす さ に差 のあ るこ とや 、 慢性的 に 飲酒 する と 、い わゆ

る「 酒 に 強く な る 」こと が日 常的 に よく 知ら れて い る。私 達 は 慢性エ タノ ール 投与 マ ウス の

肝エ タ ノ ール 代 謝が 、血 中エ タ ノ ール濃 度 の高い 時刻 にミ クロ ソ ーム（Ms ）で 活発 にな る

こ と を 報 告し た. 一 方アル コ ール 嗜 好性 の異な る マウ ス系 統 が知 られ てい る 。嗜好 性 の高い

系 統で は 肝ア ルデt  ド 脱 水素 酵素(   ftlDH) 活 性 が 高い こと が 報 告され てい る が、M    s の エ タ

ノ ール 代 謝に つ いては 明 確でな い 。 本研 究は アル コ ール 嗜 好性 の 異な るマ ウス 肝エ タ ノ ール

代 謝 に 関与 す る 酵素の 変動 を 検討し 、肝エ タ ノ ール 代 謝にお け るM   s の 役 割を明 らか に する

こ と を 目的 と す る。

方法　 嗜≪ 性の 高い　CsjBL と 低 い　DBA お よ び その 中間 のCjH ／Heの9  週 齢 雄性マ ウス を用 い

た. エ タノ ール投 与 群には,     2   0  ％ ≪／v エ タ ノ ール 洛液　0 .2inえを 、コント ロ ール 群に は 、生

理 食塩 水　0.2m を 胃 ゾ ンデで　10：00と13 ：00 の ２ 回 経口 投与 し 、１ 回目 の投 与か ら 、各 々１

時間 後 、３ 時 間後.  6 時 間 後に 頚椎 脱臼 で 殺七 、採 血し 、肝 を 摘出し て 、 サイトソ ール（

Ｃ yt) と ミ ト コンド リ ア(   M  t   ) お､よ びM    s を 調 製し た 。血 中エ タ ノ ール 、アセト アル デヒ

ド お よ び コル チ コ ステロ ン（11  －eHcs   ) 、 お よび 肝エ タ ノ ール代 謝と 薬物 代 謝に関 与す る 酵

素 群の 変 動 を 測定し た 。

結 果　　CsjBL は ミ クロ ソ ームエ タ ノ ール 酸化系 とM    t のAIDH が　DBA よ り も高 い値 を示し た

。エ タ ノ ール 投 与 によっ て 、３系 統 と もチロ シン アミ ノト√ラン ス フェ ラ ーゼは 上昇 した が 、

その 他 の 酵素 群 は大 きな 変動 を示 さ なか った 。


